不動産を信託した方へ【後で配布】　05_2

今後についての留意点
とき司法書士法人

この度は、家族信託のご依頼をいただきまして、誠にありがとうございました。
今後についていくつか留意点がありますので、恐れ入りますが、ご確認よろしくお願いいたします。

今後の手続きについて
不動産の維持管理等
· 受託者である　鈴木花子　様が、今後は行うことになります。
その費用は委託者兼受益者である　鈴木太郎　様の負担になります。

収益不動産を信託した場合
収益不動産のオーナーが変更します
· 今後は、収益不動産のオーナーの役割を担います。
つまり、客付け、賃料の回収、修繕の手配、不動産業者との折衝等は、受託者である
　鈴木花子　様が行うことになります。

オーナーチェンジの連絡
· 今後の家賃の支払いは、受託者である　鈴木花子　様の口座に入金されることになりますので、速やかに入居者（または不動産管理業者）に、
　・オーナーチェンジをしたこと
　・賃料の入金口座の変更
の旨の連絡をお願いいたします。

経費の支払いについて
· 固定資産税、修繕費等の支払いは、信託用の口座から出金します。残ったお金のうち余剰のある部分は委託者兼受益者である　鈴木太郎　様にお渡しすることになります。
· 信託の口座のお金はあくまで委託者兼受益者である　鈴木太郎　様のお金ですので、受託者である　鈴木花子　様の生活費等の支払いに充てることはできません。ご注意ください。

信託の計算書を税務署に提出
· 税務署に「信託の計算書」を提出する必要があります。
· 期限は、毎年1月31日まで（信託した次の年からスタート）
· 税理士に相談することをおすすめします。

確定申告について
· これまでどおり　鈴木太郎　様の名前で行います。

火災保険について
· 今回の信託で火災保険の名義を変える必要があるかもしれません。念のため、火災保険の会社にご確認ください。

不動産を売却する場合
· 受託者である　鈴木花子　様が、行うことになります。
· 売却代金は、信託用で作成した口座で管理することになります。このお金はあくまで
　鈴木太郎　様のために使うお金ですので、管理には十分注意してください。
· 自宅を売却するときは、買主に名義を移すことになります。
名義を移すと同時に信託の登記も消す必要があります。この信託の登記を消す登記は売主の負担になりますので、その旨ご了承ください。（費用は２～３万円程度と思われます。当法人であれば、２万円程度です。）

相続の場合
· 委託者兼受益者である　鈴木太郎　様　が亡くなられると、信託手続きが終了します。

不動産を全て売却済みの場合
· 残ったお金は、誰が引き継ぐかは信託の内容によります。
内容（　鈴木花子が引き継ぎます　）
　鈴木花子　様の名義の口座に入っていますが、あくまでも相続手続き（特に相続税）に乗るお金ですので、十分注意してください。

不動産が残っている場合
· [bookmark: _GoBack]不動産を誰が相続するかは、信託の内容によります。ただし、　鈴木太郎　様が亡くなられたあと、相続のために不動産を売却できます。
内容（　鈴木花子が引き継ぎます　）

税金について
固定資産税
· 信託した次の年の春に受託者である　鈴木花子　様あてに固定資産税の通知が届きます。しかし、この固定資産税は本来、受益者である　鈴木太郎　様が支払うものですので、信託用の口座のお金から支払うことができます。

不動産取得税
· 非課税ですが、都道府県税事務所から不動産取得税についておうかがいの通知が来る場合があります。来たとしても3ヶ月くらい経ってからです。その場合は、信託契約書のコピーを県税事務所に提出すれば、非課税の処理がされます。

譲渡所得税（不動産を売却した場合）
· 不動産を売却すると、譲渡所得税が課税されることがあります（購入時より高く売れた場合）。その場合は、売却の次の年に受益者である　鈴木太郎　様で確定申告をする必要があります。確定申告は税理士にご相談することをおすすめします。


信託した財産の管理等でご不明な点がございましたら、いつでもお気軽にお問い合わせください。


この度は、家族信託のご依頼をいただきまして大変ありがとうございました。
その他、お気づきの点がございましたら、お気軽にご連絡いただければと思います。
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